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＊ ＩＮＤＥＸ ＊ 

 

１．エコ・ファーストの約束達成 

２．省エネ型製品普及促進のトップランナー 

 ２－１．省エネ家電普及促進への積極的な取組み 

３．自らの省エネルギー努力 

 ３－１．店舗のＣＯ2 排出量削減 

 ３－２．環境配慮の店作り 

４．３Ｒへの先進的取組み 

 ４－１．「定額買取下取り宣言」によるリユース・省エネ

製品への買い替え促進 

 ４－２．使用済み携帯電話･ＰＨＳ等の回収 

 ４－３．包装容器の削減 

 ２００８年４月１６日に環境大臣より「エコ・ファースト制度」

の第１号として認定されて１年が経過しました。 

 ビックカメラは、この１年間に環境対策のトップランナー 

として人類共通の課題であります地球温暖化問題を始めと

する環境問題の改善のため、先進的かつ独自性の高い 

対策を多様な角度から実施して参りました。その結果  

「エコ・ファーストの約束」を達成し、環境先進企業として 

大きく進化することができました。全社をあげた取組みが 

大きな成果を上げることができましたのも、お客様のご理解

ご協力と政府、関係機関のご指導の賜物であり、心より感

謝の意を表したいと存じます。 

 今回の環境報告書 ver.３においては「約束」の達成状況

のご報告を主題に、エコ・ファースト企業としての当社の 

活動の軌跡と新たな進化への道筋をご報告いたします。 

 今後とも環境対策に精進して参る所存でございます。  

 引き続きのご愛顧を心よりお願い申し上げます。 

株式会社ビックカメラ 

代表取締役社長  宮嶋 宏幸 

 ４－４．配送時の梱包資材の再資源化 

 ４－５．家電リサイクルの適正かつ積極的推進 

５．キャンペーン活動 

６．関連会社の環境への取組み 

 ６－１．ソフマップ 

 ６－２．フューチャー・エコロジー 

エコ・ファーストの１年を振返って 

参考１．エコ・ファーストの歩み 

参考２．エコ・ファーストの約束 
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1．エコ・ファーストの約束達成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ビックカメラは「エコ・ファースト企業」 

我が国第１号の認定を受けた環境先進 

企業として｢エコ・ファーストの約束」を確実

に達成するため、全社を挙げて取組んで

います。 

 社内にエコ・ファースト委員会を設置し

環境性能の高い製品のキ ャンペーン  

実施、店舗等の省エネ徹底ルールの  

設定、包装容器の削減、家電リサイクル、

梱包資材・携帯電話の回収・リサイクルの

推進など各分野の対策を計画的に実現 

していくとともに、エコ・ファースト表彰制度

を新設し、省エネ活動に貢献した店舗 

及び社員を顕彰しました。 

 ビックカメラの社員一人ひとりが、エコ・

ファースト企業の一員であることを自覚し、

行動した結果、｢エコ・ファーストの約束」

の目標を大幅に超える成果を出すことが

できました。 

鴨下一郎環境大臣に環境先進企業としての 

地球環境保全の取組みを約束（２００８年４月１６日） 

《ビックカメラのエコ・ファーストの約束の概要》 

 １．家電リサイクルを適正かつ積極的に推進します。 

 ２．循環型社会の形成に向けた取組を積極的に推進します。 

 ３．地球温暖化の防止に向けた取組を積極的に推進します。 
          ＊全文は参考２「エコ･ファーストの約束」に掲載しています。 

業界のトップランナー企業

の環境保全に関する行動

を更に促進していくため、

企業が環境大臣に対し、 

京都議定書の目標達成に向けた地球温暖化

対策など、自らの環境保全に関する取組みを

約束する制度です。 

《「エコ・ファースト制度」の概要》 

＊ 
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２．省エネ型製品普及促進のトップランナー 

 

 

 

 ビックカメラは２００８年度省エネ型製品普及推進優良店制度において、経済産業大臣賞を 

受賞、また、申請した２１店舗のすべてが省エネ型製品普及推進優良店に認定されました。制度

創設の２００３年に有楽町店、池袋本店、立川店が上位３位を独占し、その後、表彰制度が導入

された２００４年度から大臣表彰を４回、資源エネルギー庁長官賞、省エネルギーセンター会長

賞を各２回獲得しました。 

 特に、２００８年度は申請店舗が全国１１０６店に上る大規模家電販売店部門の激戦を制し  

トップを勝ち獲り、省エネ製品普及のトップランナーとしての地位を不動のものとしました。 

 また、提携会社であるベスト電器小倉本店の環境大臣賞とのダブル受賞が実現しました。 

 
＜２００８年度＞ 経済産業大臣賞 新横浜店 
＜２００６年度＞ 環境大臣賞 名古屋駅西店 

         資源エネルギー庁長官賞 高崎東口店 
＜２００５年度＞ 経済産業大臣賞 札幌店 

＜２００４年度＞ 経済産業大臣賞 立川店   

 資源エネルギー庁長官賞 新横浜店 

 省エネルギーセンター会長賞 池袋本店・有楽町店 

＜２００３年度＞ 第１位 有楽町店  第２位 池袋本店  第３位 立川店 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 経済産業省資源エネルギー庁が、省エネルギー型製品の一層の普及を推進するため、省エネルギー

型製品の積極的な販売並びに消費者に省エネルギーに関する適切な情報提供を行っている家電販売店

を評価する制度です。学識経験者、消費者団体等からなる評価委員会の書類審査、店舗覆面調査などの

厳しい審査の後、省エネ型製品普及推進優良店が認定されます。 

 特に優秀と認められた店舗には経済産業大臣賞、環境大臣賞などが授与されます。 

ビックカメラ新横浜店 経済産業大臣賞受賞  
申請２１店舗のすべてが省エネ型製品普及推進優良店に認定 

新横浜店 省エネ告知の例 
ベスト電器 

小倉本店店長 
ビックカメラ 

新横浜店店長 

《省エネ型製品普及推進優良店制度の概要》 
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 ２-1．省エネ家電普及促進への積極的な取組み 

 

  ① エコ・ファースト ポイントアップキャンペーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

  ② 省エネ製品買換ナビゲーション「しんきゅうさん」の活用とキャンペーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコ・ファースト ポイントアップキャンペーン      経済産業大臣賞 新横浜店受賞記念キャンペーン 

 エコ・ファースト企業認定を記念し、地球温暖化防止に寄与する省エネ型製品普及 

促進のため「エコ・ファースト ポイントアップキャンペーン」を実施しました（２００８年４月～

８月、２００９年３月１４日～３月２９日）。期間中、薄型テレビ・冷蔵庫・エアコンで省エネ 

性能の優れた製品（統一省エネラベルの「☆」の数４以上の当社指定商品）のビック   

ポイントのアップを実施しました。なお、省エネ型製品のポイントアップキャンペーンに 

ついては、「経済産業大臣賞 新横浜店受賞記念キャンペーン」、「先取りポイント    

アップ」、「W ポイントキャンペーン」として継続しています。 

 また、省エネ型製品普及への取組み及びその成果が脚光を浴びる中、ビックカメラ

は、環境省・経済産業省・総務省により２００９年５月１５日より開始された「エコポイントの

活用によるグリーン家電普及事業」に全面的に協力しています。 

 ビックカメラでは２００９年２月より導入された省エネ製品

買換ナビゲーション「しんきゅうさん」を活用しています。 

 全店舗でお客様が対象商品に貼付された環境性能を

記載した二次元バーコードに携帯電話をかざすことで、 

すばやく簡単にＣＯ2 削減効果、電気料金・消費電力の 

節減効果を把握できます。 

 「しんきゅうさん」の導入時より、現在使用中の製品と  

買い替え予定の製品を比較した画面をお見せいただくと  

対象商品の価格から５００円引きするキャンペーンを実施し

ました。（２００９年２月６日～２００９年５月１０日） 

 

 ２００９年２月からチームマイナス６％により導入され、携帯電話

やパソコンを利用して、省エネ製品への買換えによるＣＯ2 削減 

効果やランニングコスト低減効果等を簡単に把握できるシステム

です。 

しんきゅうさん 

買い替えキャンペーン 

《省エネ製品買換ナビゲーション「しんきゅうさん」》 
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  ③ 省エネ型製品普及への店作り 

 

 

 

 

 

３．自らの省エネルギー努力 

 ３－１．店舗のＣＯ2 排出量削減 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統一省エネラベルを大きく表示 

 「統一省エネラベル」の「☆」の数の大きな表示、省エネ性能が高い商品のランキング

表示、省エネ型液晶テレビと白熱電球の消費電力比較など、省エネ型製品の普及の  

ための分かり易い売場作りを心がけました。 

 ビックカメラは「環境報告書２００７.１０．２５」でＣＯ2 排出原単位（店舗面積当）を２０１０年

までに２００６年対比で４％削減（単年目標は前年比１％削減）する目標を設定いたしました

が、２００８年度は、単年度で２００７年度比１０.２６％の削減に成功し、目標値を大幅に   

上回る実績を達成することができました。 

《ＣＯ2 排出原単位実績》 

２００６年度 ２７０．８０４３ kg-CO2/㎡（基準年） 

２００７年度 ２６９．９２１７ kg-ＣＯ2/㎡（前年度比０．３３％削減） 

２００８年度 ２４２．２４１１ kg-ＣＯ2/㎡（前年度比１０．２６％削減） 

省エネ性能が高い製品の 

ランキング表示 
液晶テレビと白熱電球の 

消費電力量の比較 

《算定の前提》 

＊店舗 1 ㎡当たりのＣＯ2 排出量。 

＊対象店舗 ２００６年度２２店舗、２００７年度２５店舗 

２００８年度２８店舗 

＊ＣＯ2 排出量は、各店舗のエネルギー使用量に地球温暖化

対策の推進に関する法律施行令で定める排出係数を乗じて

算定。 

＊ビックカメラ「環境報告書２００７.１０．２５」では、算定期間が

歴年でしたが年度ベース（４月から翌年３月）に変更。 

第１回エコ・ファースト表彰（店舗） 

２００７年４～９月の半期において  

エネルギー原単位で実質２０．９９％

の削減に成功した渋谷ハチ公口店を

社内で表彰しました。 
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 ３－２．環境配慮の店づくり 

 

 

 

 

 

  ① エコ展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 店舗外装飾照明の点灯時間と消灯時間 

 

  ③ 「クールビズ」、「ウォームビズ」の実施 

 

 

 

 

 ビックカメラでは、ＣＯ2 削減目標達成に向けて、売場照明、空調の設定温度、エスカ   

レーター・エレベーターの運転、店舗外装飾照明の点消灯等での節電調整、ショッピング   

バックの使用削減、ゴミの分別などについてきめ細かなルールを策定し店舗でのＣＯ2 排出

削減及び資源の節減に努めています。 

エコ展示中のテレビ 

 ２００８年５月より薄型テレビの展示台数の約３０％を対象に「エコ展示」（省エネのため

電源を常時オフとし、お客様からご要望をいただいたときに電源を入れる展示）を開始し

ました。お客様のご理解をいただき、２００８年８月より対象商品をテレビ、冷蔵庫、照明  

器具、FAX、パソコン等に拡大しました。 

 ２００８年５月より日没時間を参考に毎月３０分単位で点灯時間の設定を変更しています。

また、消灯時間は、閉店後１時間を基本とし、地域毎に消灯時間を設定しています。 

 ２００５年より事務部門において地球温暖化の防止に向けた取組みの一環として、   

「クールビズ」、「ウォームビズ」を毎年実施しています。２００８年５月からは、お客様の   

ご理解をいただき、店舗においても実施しています。 

 クールビズについては、２００８年から開始日を５月１５日に繰り上げて実施しています。 
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４．３Ｒへの先進的取組み 

４-１．「定額買取 下取り宣言」によるリユース・省エネ製品への買い替え促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４-2．使用済み携帯電話･ＰＨＳ等の回収 

 

  ① モバイル・リサイクル・ネットワークへの参加 

 

 

 

 

 

 

  ② ビックカメラ店頭での使用済み携帯電話の回収 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ビックカメラは、グループ企業のソフマップと連携し

ビックカメラ店舗内及びソフマップ各店の「ソフマップ

買取センター」を活用した買い替えのご案内を行っ

ています。 

 ２００９年４月よりソフマップとの共同キャンペーン

「定額買取下取り宣言」をし、お客様にご活用いただ

いています。 

 グループが一体となったリユースへの取組みを 

通じて、循環型社会の構築に取り組んでいます。 

 ２００８年８月１２日､ビックカメラは家電販売店で初めて社団法人電気通信事業者協会及び

通信ネットワーク産業協会が構築した「モバイル･リサイクル･ネットワーク」に参加しました。 

 携帯電話会社と連携し、お客様の大切な個人情報の保護に十分配慮しながら使用済み 

携帯電話の回収を行いグループ企業でリサイクルを実施することにより、希少金属等の限り 

ある資源の有効利用に貢献しています｡ 

 ビックカメラ全店で使用済み携帯電話・ＰＨＳの回収を承っています。店頭にセキュリティー

対策を講じたケータイ回収ＢＯＸ及び穿孔機（ケータイパンチ）を設置し、個人情報保護のため

お客様ご自身で携帯電話に穿孔していただいてからお預かりしています。 

 回収された使用済み携帯電話はビックカメラ携帯リサイクルセンターで素材ごとに分別され、

再資源化されています。 

ケータイパンチ ケータイ回収ＢＯＸ ビックカメラ携帯リサイクルセンター 
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  ③ ビックカメラ店頭での携帯電話回収の実績 

 

 

 

 

 

  8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 累計 

電話機本体（台） 778 978 798 1,077 1,320 933 848 1,309 8,041 

電池（個） 796 1,572 870 1,117 1,381 1,005 912 1,374 9,027 

充電器（個） 221 341 228 310 379 299 331 406 2,515 

 

 

  ④ 個人情報の保護 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑤ 使用済み携帯電話・ＰＨＳ回収イベントへの積極的な協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《2008 年度回収実績》 

 使用済み携帯電話･ＰＨＳの回収台数は､２００８年８月～２００９年３月までの８ヶ月間

で累計８，０４１台です。年間での回収台数は１０，０００台を超える見通しです｡ 

 ビックカメラは、家電販売店唯一の

モバイル・リサイクル・ネットワーク参加

企業として東京都が行う携帯電話回収

実験のオープニングセレモニーにて 

ビックカメラ店頭における使用済み  

携帯電話・ＰＨＳの回収状況を紹介  

しました。 

《東京都 携帯電話回収実験オープニングセレモニー（２００８年１０月２日）》 

 ビックカメラは、「個人情報の適正な管理が小売店に課された当然の責務と認識

し、全社的な個人情報保護体制を確立したこと」が評価され、２００６年１０月に  

プライバシーマークを取得しました。 

 

認定機関：（財）日本情報処理開発協会 

準拠規格：ＪＩＳＱ１５００１:２００６「個人情報保護マネジメントシステム」 

２００６年１０月に、ビックカメラの個人情報保護体制が、日本工業規格の規定

する「個人情報保護マネジメントシステム」に準拠していると認定されました。 

《プライバシーマーク》 
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４-3．包装容器の削減 

 

  ① 紙製買物袋 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② プラスチック製レジ袋 

 

 

 

 

 

 

新 無漂白の再生紙袋 旧 レインボーバック 

 ２００８年６月よりプラスチック製レジ袋について必要な強度を確保しつつ薄肉化した

新型レジ袋を全店で順次導入するとともにレジ袋をシールに代えさせていただけるよう、

お声がけをさせていただきました。お客様のご理解・ご協力をいただき２００８年度の目標

を上回る４４．８ｔ（２７．０％）の削減を達成しました。 

 

 ２００８年４月より紙資源の節約及びリサイクルの促進のため、ビックカメラのシンボル 

マークとして慣れ親しんできたビニールコーティングの紙製買物袋「レインボーバック」

を、順次光沢のない無漂白の薄肉再生紙のレジ袋に転換し、２００８年度において目標

を上回る９７．５ｔ(１５．５％)の削減に成功しました。 

 

《エコプロダクツ２００８ （２００８年１２月１１日～１３日）》 

 ビックカメラは、日本最大級の環境 

展示会「エコプロダクツ２００８」の経済  

産業省のブースで使用済み携帯電話・ 

ＰＨＳ回収・リサイクルへの取組みを展示

し大勢の来場者にご覧いただきました。 
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４-４．配送時の梱包資材の再資源化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* ２００８年度は新店（JR 京都駅店・岡山駅前店・ベスト広島店・新横浜店・浜松店・新潟店）を除く数値です。 

* ２００８年度目標は、紙製買物袋５％の削減、プラスチック製レジ袋２０％の削減とし、把握している２００７年  

 ４月から２００８年２月の１１ヶ月間の実績に基づき削減率に相当する重量を付記していましたが本報告書に 

 おいては２００７年４月から２００８年３月の１２ヶ月間の実績に基づき目標削減率に相当する重量を改めて 

 算出しました。 

《２００８年度結果（既存店比）》 

紙製買物袋 

削減目標：５％（３１．５ｔ） 

削減量実績：１５．５％（９７．５ｔ） 

達成率：３０９．５％ 

 

プラスチック製レジ袋 

削減目標：２０％（３３．３ｔ） 

削減量実績：２７．０％（４４．８ｔ） 

達成率：１３４．５％ 

 ビックカメラは、資源の有効利用及びゴミの削減のため配送事業者と連携しお客様の

ご不要となった大型家電等の梱包資材（段ボール及び発泡スチロール）の回収及び   

リサイクルを進めています。 

 ２００８年度は、梱包材の回収追跡調査（配送事業者からのヒアリング等）を徹底し、  

段ボール及び発泡スチロールの回収及びリサイクルの数量を把握しました。 

  段ボール：回収１，６６５．６ｔ、再資源化率約８５％* 

  発泡スチロール：回収３６２．６ｔ、再資源化率約８５％ 

 今後とも、配送事業者と連携し、お客様のご協力をいただきながら、量的・質的な向上

に努めながら、実態の把握と回収・リサイクルの推進に努めていきます。 

プレス機にて圧縮し再生紙工場へ

出荷準備がされた段ボール 

発泡スチロール溶解処理機で 

溶剤で約５％にまで圧縮した後、 

プラスチック製品にして活用 

* エコ・ファーストの約束時点においては配送業者からの梱包材の回収数量に関するヒアリング調査の   

補足率が低水準に留まりました。今年度は、より精緻な調査を行った結果、段ボールについて昨年４月 

設定した目標を大幅に上回る回収数量が把握されました。今後とも、より正確な調査を進めて参ります。 
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４-５．家電リサイクルの適正かつ積極的推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ビックカメラは、家電リサイクル制度の適正かつ積極的な推進を環境・ＣＳＲ事業の重要

事項と位置付けており、「エコ・ファーストの約束」でも対象品目の引取りや引渡しの適正化

及び家電リサイクル券の適正交付と管理の励行を約束しています。 

 ２００７年６月から進められています同制度の見直しでは審議会等の場において、    

リユース(中古利用）とリサイクル(分解・再資源化）の適正な仕分け、リサイクル券の管理 

など自らの取組みを紹介しながら、業界全体の適正な運用を促しました。 

 また、家電リサイクル券取扱優良店として、お客様への家電リサイクル制度の仕組みや

必要性について積極的な情報提供を行っています。 

 ビックカメラは、家電リサイクル制度を適正

に実施し、一定の運用実績を達成していること

が評価され財団法人家電製品協会より、２８店 

（商品センター２拠点を含む）が優良店として 

認定されています。 

 ビックカメラでは、買替えの時に、お客様の

ご不要となった冷蔵庫、洗濯機、テレビに  

ついてリユース買取りサービスを実施してい  

ます。 

 ２００７年７月より首都圏店舗で開始し、   

２００８年１２月より順次取扱い店舗を拡大して

います。 

 （買取品の目安） 

 ・製造月より７年以内のもの 

 ・故障のないもの 

 ・外観に特に異常がないもの 

《家電リサイクル券取扱優良店の認定》 

《家電リユース買取りサービス》 
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５．キャンペーン活動  

  ① 「エコライフ・フェア２００８」への出展（２００８年６月７日～８日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 「ビックカメラ スペシャルナイター みんなでCO2削減 チャレンジ宣言！」の開催

（２００８年８月２４日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③ 「みんなで、エコ・チャレンジ！」の開催（２００８年１１月８日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ビックカメラは、北海道洞爺湖サミット

を目前に環境省、関係地方公共団体、 

関連法人、業界団体、企業及びＮＧＯ等

が 連携し て 開催さ れた「 エ コライ フ ・   

フ ェ ア ２ ０ ０ ８ 」 に 初 出 展 し 、 エ コ ・     

ファースト企業として行っている環境 

保全活動を来場者に報告しました。 

鴨下一郎前環境大臣にビックカメラの 

環境保全活動を報告 

 ビックカメラは、２００８年８月２４日に千葉

マリーンスタジアムで行われた公式戦を 

「ビックカメラ スペシャルナイター」として 

開催し、地球温暖化防止のための国民的

プロジェクト“チーム・マイナス６％”の「私の

チャレンジ宣言」への参加を呼びかけると

ともに、「ケータイ回収 BOX」を会場に設置

し、使用済みの携帯電話・ＰＨＳの回収を

行いました。 
球場の中央で斉藤鉄夫環境大臣が使用済み

携帯電話の回収をアピール 

 ビックカメラは、日産自動車、横浜Ｆ・

マリノスの協力を得て、日産スタジアムの

ゲート前広場において希少資源の回収

につながる「使用済み携帯電話・ＰＨＳの

回 収 」 、 「 環 境 問 題 に 関す る パ ネ ル   

展示」、「エコを題材としたクイズ大会」を

実施しました。 

 また、チーム・マイナス６％（環境省）の

特別協力として「私のチャレンジ宣言」 

への参加呼びかけを行いました。 
使用済み携帯電話・ＰＨＳの回収を実施 
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６．関連会社の環境への取組み 

6-1．ソフマップ 

  ① リユース事業と、環境への取組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 第三者認証・認定を取得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認証機関：株式会社トーマツ審査評価機構 

準拠規格：ISO９００１:２０００「品質マネジメントシステム」 

認証取得事業所：商品化センター、大阪商品化センター、秋葉原中古駅前店、

リユース事業部、総務部総務課 

２００４年８月小売業界初の中古パソコン、中古周辺機器及び中古ゲームソフト

の商品化における品質マネジメントシステムの国際標準規格「ISO９００１:２０００」

の認証を取得しました。 

認定機関：（財）日本情報処理開発協会 

準拠規格：ＪＩＳＱ１５００１：２００６「個人情報保護マネジメントシステム」 

２００６年６月に、ソフマップの個人情報保護体制が、日本工業規格の規定

する「個人情報保護マネジメントシステム」に準拠していると認定されました。 

 ビックカメラの子会社であるソフマップは、年間 

約３００万点のリユースに取り組んでおり、特に、小売 

業における中古パソコンの取扱いでは我が国最大の 

事業規模となっています。 

 ご不要となったパソコン・ＯＡ機器などを、お客様 

からできるだけ良い条件で買取り、技能訓練を受けた

専門スタッフがデータ消去、クリーニング、付属品の 

確認、再セットアップ等（最大６８工程）を行った後、 

ビックカメラのインショップ（全国８店舗）を含む全国の

ソフマップ６７店舗（インターネット販売：ソフマップ・  

ドットコム、中古買取販売専門店：ユーフロントを   

含む。）において優良再生品として数多くのお客様に 

お買い求めいただいています。 

 中古商品は、新品の製造・流通工程が省略される 

ことから、CO2排出量・エネルギー使用量の削減、騒

音抑制、廃棄物削減に繋がるものとされております。 

 ソフマップは、今後もリユース事業を通じて、地球 

温暖化の進行抑止に貢献していきます。 

ソフマップ東京商品化センター 

《TomatsuQMS QR-00315、MS JAB CM037》 

《プライバシーマーク》 



 

株式会社ビックカメラ 14

6-２．フューチャー・エコロジー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 フューチャー・エコロジーはビックカメラグループの総合環境ソリューション企業として、 

我が国を代表する電気・電子・情報機器メーカー等１７社（*1）からのご出資をいただき、   

２００１年１２月設立されました。 

 ２００２年７月に東京スーパーエコタウン事業（*2）の民間事業実施者に選定され、所要の  

施設整備及び許認可の取得を行い、２００５年２月から大田区城南島の東京事業所に  

おいて家電販売業界初の法定家電リサイクル事業を実施しています。 

 現在、同事業所においては、家電リサイクル法に基づくテレビ及びエアコンの法定    

リサイクルの他、使用済み携帯電話端末のリサイクル、パソコン・ＯＡ機器等のリユース及び   

リサイクルを行っています。 

 また、フューチャー・エコロジーは、年間２３件、延べ３６３人の施設見学への対応及び  

「ビーチクリーンアップ in 城南島２００８～きれいな砂浜をこどもたちに～」（２００８年１０月  

４日）への参加など、３Ｒの啓発活動及び地域の環境保全活動に貢献しています。 

認証機関：㈱日本環境認証機構（JACO） 

準拠規格：ＩＳＯ１４００１「環境マネジメントシステム」 

認証取得事業所：東京事業所全域対象 

２００６年９月に、電気・電子・情報機器のリユース・リサイクルを目的

とした環境マネジメントシステムの国際標準規格「ＩＳＯ１４００１」の

認証を取得しました。 

東京事業所における法定家電リサイクル 

*１ 出資企業：アップルコンピュータ株式会社、キヤノンマーケティングジャパン株式会社、三洋電機株式会社、シャープ   

エレクトロニクスマーケティング株式会社、ソニーマーケティング株式会社、日立コンシューマ・マーケティング株式会社、 

東芝コンシューママーケティング株式会社、日本ヒューレット・パッカード株式会社、日本ビクター株式会社、富士フイルム 

株式会社、株式会社富士通ゼネラル、株式会社富士通パーソナルズ、パナソニック株式会社、株式会社三菱電機ライフ 

ネットワーク、東芝キヤリア株式会社、株式会社リコー、株式会社国土環境研究所 

*２ 東京スーパーエコタウン事業：首都圏の廃棄物問題の解決と環境産業の立地を促進し、循環型社会への変革を推進 

するため、国（環境省、経済産業省）の都市再生プロジェクトの一環として実施。東京臨海部において都有地（大田区   

城南島地区）を最先端の技術を有する廃棄物処理・リサイクル施設として活用する事を目的とした事業。 

斉藤鉄夫環境大臣（２列目右から６人目）が

フューチャー・エコロジーを視察（2008.8.20） 

《ISO14001 JACO、JAB EMB Accreditation RE009》 
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エコ・ファーストの１年を振返って 

 昨年５月３０日に、エコ・ファースト企業認定（２００８年４月１６日）を記念して、「環境報告書

ver.2」を編纂してから１年が経過しました。 

 この間に２００８年９月以降のサブプライムローン問題・リーマンショック等に端を発した世界  

経済の低迷の中で、日本経済も１００年に１度といわれる厳しい情勢に直面しています。厳しい 

経済情勢の下でも環境対策への国民的な取組みについては、２００８年７月の北海道洞爺湖  

サミットの開催を契機に、引き続き盛り上がりを見せています。 

 現在、ビックカメラでは環境省・経済産業省・総務省が推し進めている「エコポイントの活用に 

よるグリーン家電普及事業」と連携して省エネ型家電製品の販売促進に全社を挙げて取組んで

います。その店頭に立つと、エコ・ファースト企業認定を記念して２００８年４月からビックカメラが

独自に実施した「エコ・ファースト・ポイントアップキャンペーン」（省エネ性能の優れた薄型テレビ、

冷蔵庫、エアコンを対象にビックポイントの付与率をアップ）が想起され、ビックカメラがエコ･   

ファースト企業としての先進的な役割を少なからず果してきたのではないかと感慨を新たに   

します。 

 環境報告書の編纂を重ねるごとに、社内で地球温暖化対策に少しでも貢献しようと、     

省エネルギー、３Ｒの推進などに熱意を持って取り組む社員の輪が確実に広がっていくことを 

実感します。編纂者として何よりも嬉しいことです。 

 今後とも、ビックカメラグループが持続的な成長と環境対策を両立していけるよう、皆様の  

ご支援・ご指導を心よりお願い申し上げます。併せて、本報告書について皆様からの忌憚のない

ご意見をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

２００９年６月１日 

取締役ＣＳＲＯ 加藤周二 
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参考１．エコ・ファーストの歩み 

２００１年１２月 

 

 

２００４年１月 

 

 

 

２００５年１月 

 

 

 

２００５年２月 

 

 

２００５年４月 

 

２００６年１月 

 

 

２００６年２月 

 

２００６年１０月 

 

 

２００７年１月 

 

 

２００７年７月 

 

２００７年１０月 

 

 

 

ビックカメラグループの総合環境ソリューション企業として 

株式会社フューチャー・エコロジー（ＦＥ社）設立 

 

第１回省エネルギー型製品普及優良店表彰でビックカメラ有楽町店が第１位

のほか、２位、３位、７位、９位を獲得、申請１２店舗全店優良店認定 

業界初の「地球環境とエネルギー展」（ＥＮＥＸ）出展以後５年連続出展 

 

２００４年度省エネルギー型製品普及優良店表彰でビックカメラ立川店が 

経済産業大臣賞、ビックカメラ新横浜店が資源エネルギー庁長官賞を受賞 

申請１４店舗全店優良店認定 

 

ＦＥ社東京事業所が家電リサイクル法に基づき環境省、経済産業省から認定

受領、テレビ及びエアコンの法定リサイクル事業開始 

 

ＦＥ社東京事業所が使用済み携帯電話端末のリサイクル開始 

 

２００５年度省エネルギー型製品普及優良店表彰でビックカメラ札幌店が 

経済産業大臣賞を受賞、申請１８店舗全店優良店認定 

 

株式会社ソフマップを子会社化、ＯＡ機器のリユースを強化 

 

東松山に新たな物流センターが完成、物流の本格的合理化に着手 

（２００５年１１月に物流効率化法に基づく第１号の認定取得） 

 

２００６年度省エネルギー型製品普及優良店表彰でビックカメラ名古屋駅西店

が環境大臣賞を受賞、申請１８店舗全店優良店認定 

 

全国の企業のトップを切って「１人１日１ＫｇＣＯ2 削減キャンペーン」に協賛実施 

 

業界初の「環境報告書 ２００７．１０．２５」を公表 

業界初のＣＯ2 削減目標を設定 
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２００７年１１月 

 

 

 

２００８年２月 

 

 

２００８年４月 

 

 

２００８年４月１６日 

 

 

 

２００８年５月 

 

２００８年６月 

 

２００８年８月 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００８年１１月 

 

 

２００８年１２月 

 

 

２００９年３月 

省エネ家電フォーラム設立総会でビックカメラ代表取締役社長宮嶋宏幸が

副会長に就任（５日） 

鴨下一郎環境大臣がＦＥ社事業所をご視察（２９日） 

 

高橋はるみ北海道知事にビックカメラ代表取締役社長宮嶋宏幸が北海道 

洞爺湖サミット目録を手交、以降、各般の支援活動を展開 

 

ビックカメラＪＲ京都駅店の太陽光発電グリーン電力調達 

公表（１０日） 

 

環境省が創設したエコ・ファースト制度第１号として鴨下一郎環境大臣に      

ビックカメラ代表取締役社長宮嶋宏幸が「エコ・ファーストの約束」を行う 

 

 

「環境報告書ｖｅｒ．２」を公表（３０日） 

 

「エコライフ・フェア２００８」に初参加 

 

エコ・ファーストで約束した使用済み携帯電話の回収開始（１２日） 

 

斉藤鉄夫環境大臣がＦＥ社事業所をご視察（２０日） 

 

千葉ロッテマリーンズの公式戦を「ビックカメラ スペシャルナイター」として 

開催、千葉ロッテマリーンズ、チーム・マイナス６％とともに「私のチャレンジ 

宣言｣へ参加を呼びかけ｢使用済み携帯電話回収｣を盛込んだ環境イベント

を実施（２４日） 

 

横浜Ｆ・マリノス、日産自動車、チーム・マイナス６％とともに、エココラボ     

イベント「みんなで、エコ・チャレンジ！」を開催（８日） 

 

「エコプロダクツ２００８」に参加し使用済み携帯電話・ＰＨＳのリサイクルを  

呼びかける 

 

２００８年度省エネ型製品普及推進優良店制度にてビックカメラ新横浜店が

経済産業大臣賞を受賞 申請２１店舗全店優良店認定 
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参考２．エコ・ファーストの約束 


